
室橋 裕和さん
アジア専門の記者、編集者
「カレー移民の謎」「ルポ新大久保」著者

岡井 宏文さん
京都産業大学現代社会学部 現代社会学科
准教授

異なる言語や文化を持った外国籍住民もともに担い手となるような多文化共生の地域社会の姿は
どのようなものか、そこで求められる受入側となる日本人はどのような事柄を知っておく必要が
あるのか―、このような問題意識のもとに、多文化共生社会のあり方を探るセミナーを開催します。
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日本の福祉を共に支える
外国人介護ワーカーの今

高齢化が進む日本では、各地で様々な背景を持つ外国人介護
ワーカーが働いています。介護現場では、どのように外国人介護
ワーカーを受け入れているのでしょうか。地域住民としてのかか
わり方など、講師が取材を通じて感じた現場の状況を聞きながら
ともに考える機会とします。

実は身近なイスラムの暮らし
地域のモスクから考える共生のヒント
日本のイスラムコミュニティを研究している講師から、イスラム教

の基礎知識や日本で 170 を超えるモスクの担う役割や地域との
かかわりについて学びます。日本の中のイスラム社会とそこでの
暮らしについて知識を得ることで、地域社会の中で共に暮らす
ことへのヒントを考えましょう。
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　アジア専門の記者、編集者、武蔵野大学非常勤講師。
週刊誌記者を経てタイに移住。現地発の日本語情報誌に在籍し、10年に渡りタイ及び周辺国を取材する。

帰国後は「アジアに生きる日本人」「日本に生きるアジア人」をテーマとして活動。おもな著書は『カレー移民の謎』
（集英社新書）、『ルポ新大久保』（角川書店）、『エスニック国道 354号線』（新潮社）、『日本の異国』（晶文社）、
『コロナ禍の移民たち』（明石書店）など。

室橋 裕和（むろはし ひろかず）

　京都産業大学現代社会学部現代社会学科准教授。
早稲田大学助手、共愛学園前橋国際大学専任講師を経て現職。専門は社会学。日本のモスク（マスジド）の活動
に関心を持って研究をしている。「老いと死と向き合う―日本のモスクにおける死の引き受けと埋葬に関する
予備的考察」『移民研究年報』29、43-55 頁（2023）。「瀬戸内から世界に広がるつながり―ある日本人ムスリムの
足跡をたどる」黒木英充・後藤絵美編『イスラーム信頼学へのいざない』東京大学出版会、35-51頁など（2023）

岡井 宏文（おかい ひろふみ）

　お申込みの際には、以下の内容をご記入ください。
メールのタイトルを「多文化共生セミナー申込み」とし、希望のセミナー（「日本の福祉を共に支える外国人介護ワーカーの今」
または「実は身近なイスラムの暮らし 地域のモスクから考える共生のヒント」）、氏名（ふりがな）、電話番号、メールアドレス、
お住まいの自治体（市区町村のみ）、ご所属（任意）を明記の上、「日本の福祉を共に支える外国人介護ワーカーの今」は、
2025年 9月18日（木）までに、「実は身近なイスラムの暮らし  地域のモスクから考える共生のヒント」は、2025年 10月15日（水）
までにお申込みください。

財団ホームページの申込みフォーム（表面QRコードから直接申込みフォームに
アクセスできます）、または FAX・メールにてお申込みください。

申込方法

045ｰ620ｰ0025 tabunkares-2025@kifjp.org
FAX 番号 申込み用メールアドレス
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【問合わせ】公益財団法人 かながわ国際交流財団（原・大塚）　TEL：045-620-5045　メール：tabunkares-2025@kifjp.org
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